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本論文は第 1 章緒論，第 2 章輸送方程式の Pl 展開，第 3 章減速の方程式，第 4 王手:変換マトリ
ックスおよび減速パラメータの T 依存性， 第 5 章水素を含む 2 核子系における中性子減速とそ
のスペクトノレ，第 6 章水素を合む 2 核子系における中性子減速の空間能率，第 7 章数値計算結果，
第 8 章結論の 8 章からなっている。
第 1 章では水素を含んだ減速材においては，従来軽んぜられていた水素以外の核の寄与をE当
に評価する必要があることを強調することにより本論文の目的と意義をあきらかにしている。
第 2 章では中性子輸送方程式の Pl 方程式を導き散乱積分項の変数を角度変数からレサージ変
数に変換している。
第 3 章では重心系等方散乱の場合，減速密度を求める輸送方程式に近似を入れる際， 5 種の可
能性を生じることを示した。




第 6 章では 2 核子系減速材料中の中性子分布の空間 2 次能率を求め非水素核の質量を無限大に
した極限で Volkin の与えた表現に一致することを示した。
又中性子源のエネノレギーの近くで生じる干渉効果が中性子の最初の飛行に相当する項にどのよ
うに影響を与えるかを示し，非水素核の寄与が各核子が単独にある場合よりも大きく働くことを
示した。
第 7 章では以上の各章で結果としてえられた式を計算コード化して数値計算を行なった結果の
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数値を実験値と比較するさい，かなりよく一致するととをたしかめ，さらに非水素核の質量およ
び、水素核に対するその存在比に応じどのような近似が妥当であるかを示している。
第 8 章は本研究によりえられた結果のまとめである。
論文の審査結果の要旨
本論文は水素を含む減速材中での中性子の減速を取扱う近似的計算法という原子炉の核設計上
重要な問題をとりあげ，今まで軽視されてきた水素以外の核の影響をできるだけ精度よく入れる
ための研究の成果についてのべている。
そのうち特に異なった核種同志の散乱過程における干渉効果が無視されえない乙とを数値的に
も示し重水と軽水の混合物のような実用的な系での有用性も示している点は注目に値する。この
ように本論文は原子力工学に寄与するところが大きく博士論文として価値あるものと認める。
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